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完全 変態 類 中 に 含ま れる 鱗 玩 目 の 幼虫 と 成虫 の 形態 の 異 り は 最も 極端 な も の の 1 つ で あり , YRA 

で ある が 成 上 は 吸収 口 と な る た め 特 に 頭 部 に その 極端 な 変化 が 見 られ る . それ で 各 そ の 部 分 に つい て は 幼虫 」 成 
貝 と も 色々 と 相同 人 性 が 諭 じ られ , その 上 で 命名 され 使用 され て いる . し か し これ 等 は 皆 幼 虫 は 幼虫 の み で , 成 皿 
は 成虫 の み で 各 目 の 昆虫 の 部 分 と の 比較 に よる 処 の 研究 で あっ て , 決し て 幼虫 の ある 部 分 が 成虫 の 如何 な る 部 分 
に と 変化 し た か と 云う 研究 は な か っ た . 


完全 変態 類 の 尾 虫 は 周知 の 如く 幼虫 態 と 成 目 態 と で は 余り に も 大 き な 変 化 が 見 られ る . これ は 幼虫 と 成虫 と で 
は その 生活 の 様式 は 全然 異 る こと に よる . それ で その 変化 に 伴い 体 の 各部 分 が 如何 に 変化 し て いる か と 丈 う 事 を 
考 宗 す る 必要 を 生じ る . 


その 上 幼虫 の 各部 分 は 一 般 の 昆虫 の 如く それ ぞ れ 命名 され 一 応 は それ ぞ れ の 名 称 で 呼ば れん て いる が , 成虫 ほど 
大 化し た 部 分 が 少な い の と 成虫 の 形 よ り も 却って 膝 子 の 形態 に 近い 関係 で 。 そ の 名 称 は その 成虫 及び 他 の 昆虫 と 
の 部 分 の 相同 性 に お いて は 不 確 実 で , 明確 な 形態 学 的 論説 は 一 部 を 除い て は 少な か っ た . 

量 虫 の 各々 の 体 の 部 分 の 名 称 は 直 麹 目 晶 虫 が 基本 的 と 考え られ , と の 成 虫 に 命名 され た も の が 広く 他 の 目 の 昆 
虫 の 部 分 に 用 いら れ た 感 が あり , それ を その 位置 や 形状 に お いて 幼虫 類 に も 適用 きれ て いた も の で ある . し か し 
な が から 形態 学 の 研究 に お いて 最も 重要 な 事 は 。 礎 子 の 状態 に 最も 近い 幼虫 態 を 基本 と 考え , その 幼虫 態 の 各部 が 
知 何 に 変化 し て 成虫 の 各部 分 へ と 進化 特 化し た か と 云う 事 を 考察 し , その 上 で 部 分 の 名 称 等 を 論 究 し な けれ ば な 
ら な い . 

芋 者 は 直 次 目 昆虫 の 成虫 は 完全 変態 類 の 幼虫 と 比較 する と 非常 に 特 化 し た 一 税 で ある と 考え て お り 。 と の よう 
な も の に 基礎 が お か れ て いる 現在 まで の 形態 学 的 な 部 分 の 考察 は その 方 法 が 正反対 で ある と 考え る . 

それ で ここ と で は 鱗 凌 類 の 幼虫 成虫 の 頭 部 に つい て 各部 分 の 比較 を 行ない , その 上 今 ま で 多く の 学者 に より 行 な 
われ た 形態 学 的 考察 を も 紹介 し , それ に 筆者 の 見 解 を 加え て 論説 を 行なう. 








IL 現在 まで の 主 な 学説 
談 超 問 の 頭 部 に 関し て は 今 ま で 多く の 学者 に より 色々 と 形態 学 的 な 論説 が 加え られ て いる . La Ling owen 
類 成虫 の 頭 部 は 鱗片 に お お われ て いる と と と , その 形 は 他 の 目 の 昆 虫 の 頭 部 より も 余り に も 変化 し て いる と こと, 
久 び 原始 的 な も の と 高等 な も の で は その 形状 が 非常 に 異 る 事 で , 真 の 形態 学 的 な 見 地 か らし て の 部 分 の 相同 性 は 
不明 確 で あり , その 名 称 は 不適 当 に つけ られ た 場合 が 多かっ た . 又 そ の 幼虫 は 他 の 目 の 幼虫 で は 小数 例外 し か 無 
VOW Ris frontal suture より ゃ 分 離し て 存在 する た め , と れ 等 の 部 分 の 形態 学 的 な 解 息 は 学者 に より 
多く の 見 解 が あっ た . 
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中 で も 頭 部 前 面 の 部 分 , 即ち frons と 





の 一 つ で ある. それ で 先ず 初め に ここ の 問題 
に つい て これ 等 の 学説 を 紹介 する . 
A 幼虫 の 頭 部 前 面 

通常 一 般 に 鱗 學 類 幼虫 の 頭 部 前 面 の 部 分 
及び suture は 次 の よう な 学術 用 語 で 表 わ 
され て いる . 即ち 鱗 燃 類 幼 虫 の 頭 部 前 面 に 
WY FIKO suture が あり , と れ は frontal 
suture (fs), その 三角 形 の 内 部 は frons 
(Fr), その 下端 より 上唇 の 基部 まで は 





第 1 図 鱗 夫 類 幼虫 の 頭 部 前 面 の 名 称 . 


clypeus と 云わ れ , Zo frontal suture の A. 左側 , 一 般 に 使用 され て いた 名 称 . 
外 方 の も の は adfrontal suture (afs) と 右側 。 SnopcsAss に よる 名 称 . 
呼ば れ 。 frontal suture と adfrontal Be abil; Tiron Ne の Ae 


l, DuP に よる 名 称 . 
suture の 間 は “adfrontals” (Afr) な る 右側 , DuPorte る 


語 で 表わさ れ て いた (第 1 図 A 左 ). 

SNopesAss 氏 (1928, 1935, 1947) は 昆虫 全般 の 比較 形態 党 の 見 地 よ り , 鱗 事 類 幼虫 の frons と clypeus の 
部 分 を 明 き ら か に し た . その 大 要 は 次 の 妃 く で ある ・ 

Clypeus (Clp) : 背 方 は epistomal sulcus (Epis) に より その 基部 両角 は 大 顕 の 前 の 関節 部 に より , 前 
(F) の 部 分 は clypeo-labral suture に より 限界 され て いる ・ 筋肉 は cibarial muscle 即ち buccal cavity 
CME) の 背筋 が 接着 し て いる . この clypeus の 筋肉 の 挿入 は frontal ganglion (Fg) の 外 (前 ) で ある . 

Frons (Fr) : 下方 は epistomal sulcus (Epis) に 限界 され て お り 上 側 方 は 以前 は adfrontal suture 即 
by 脱 記 裂 線 に 限界 きれ る と 考え た が , この 脱皮 裂 線 の 位置 は 目 に お いて 一 致し て いな いで 背 側 の 限界 は 明 き ら 
か で な いと し た . Frons に 接着 する 筋肉 に は 1abral・ precerebral ・ pharyngeal e hypopharyngeal 筋 か あ 
%. labral muscle の 附 着 点 は frontal ganglion の 前 部 で あり precerebral・ pharyngeal・hypopharyngeal 
筋 は frontal ganglion connective (Fg. con) に 依っ て 囲ま れ た 部 分 に 附 着 する . 

SNopcrAss 氏 は 第 1 図 A 右 側 に 示す 如く , 上 記 の 事実 か らし て 鱗 交 類 幼虫 の 頭 部 の 三角 形 を clypeus (Clp) 
と し , frons (Fr) iii (fs) と と の 部 分 と 挟ま れ た 人 逆 V 字 形 を し た 部 分 で ある と し た . この V 字 形 を し 
た 部 分 は 一 般 に は adfrontals と 云わ れ て いる 部 分 で ある . Epistomal sulcus (Epis) は 通常 anterior 
tentorial pits (at) を 含ん で お り , 内 方 に 陥 入 し て いる ・ 脱皮 の 際 は frontal suture の 枝 の frontal arm で 
外皮 が 割れ る と し て いる . 

Hinton 氏 (1947) は 鱗 刀 類 幼虫 の 頭 部 の precerebral pharyngeal 筋 ( こ の 筋肉 は Snovcrass 氏 の 規準 に よ 
れ ば frons より 発する も の ) の 中 の 2 対 が frons 上 より 発し て いな いと 云う 事 か らし て SNopcsAss F と 意見 
を 対立 させ た . 即 ちこ れ 等 の 筋肉 の 中 の 1 対 (No. 3) (第 2 図 C.No. 3) は 触角 筋 Cea) の 起点 , 即ち 腕 度 像 線 
の 僅か 外 方 より 発し て お り , 他 の 1 対 (No. 1 ) は clypeus より 発し て いる . この 事実 は 多く の 科 に お いて 彼 は 
PDTC 

Hinton 氏 は 第 1 図 B 左 側 に 示す 如く 。 送 Y 字 形 の 内 方 の suture を adfrontal suture (afs) と し , そし て 
% Miz mid-cranial sulcus (Mcs) と し , 枝 の 方 を lateral adfrontal suture と し て , 外 方 の 枝 を frontal 
suture と 呼び , 今 ま で 一 般 に 云わ れ て いた frontal suture と adfrontal suture と の 名 称 を 逆 に 使用 し た . 
Adfrontal sutuse と frontal suture の 間 の 逆 V 字 形 の 部 分 を adfrontal area と し , frons と clypeus の 間 
は 明 き ら か で な いと し , 三角 形 内 の 部 分 の 名 称 を fronto-clypeal apotome (Frcla) & Ux. 
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SHoRT 氏 (1951) yi Mee co 
頭 部 前 面 の 筋肉 の 位置 に つい て は 全 
く Hinton 氏 の 述べ た 事 と 同感 で あ 
る と し て いる . 

SHoRT 代 の 論争 は Hinton 氏 が 
No. 1, No. 3 と 名 付け た 筋肉 の 仁 
直 に ある . 即ち No.1 oip 
clypeus の 上 に 接着 し て お り , No. 
3 は 脱皮 裂 線 の frontal arm の 
外側 方 の 頭 盛 に 挿入 され て いる (第 
2 図 じ ). そし て 彼 は “SNopcsAss [E 
は 明 き ら か に pharyngeal muscles 
の 正確 な 位置 は 知っ て いた が , No. 1 
は 三角 形 内 に 潜り 込ん だ も の と 考え 
Z”. と し て いる . そし て Saosr 氏 
は この 2 つの 筋肉 は 他 の 目 で は 
frons に 附 着 す る る の で ある の で , 
これ 等 の 筋肉 は 他 の 目 の 幼虫 と は 全 
く 不 一 致 で ある か , X SNopcsAss 氏 





第 2 図 の frons と clypens を 区 別 し た 方 
A. Dilina tiliae L. (Sphingidae) の 成虫 の 頭 部 内 面 。 側 方 よ 法 を 無効 に し た か どちら か で ある と 
り 見 た 処 . 触角 に 関与 する 筋肉 を 示す . し て いる . そし て Dorsey 氏 (1943) 


B. Dilina tiliae L. (Sphingidae) の 成虫 の 頭 部 内 面 , 側 方 
ms] AY ST よ © 7 At IN he ー 
り 見 た 処 。 frons, clypeus に 関与 する 筋肉 を 示す 。 NSP さら 
C. Ourapteryx sambucaria L. (Selidosemidae) の 幼 kosi <> ONopesAss 氏 の 仕事 は 実質 的 に 
部 内 面 。 側 方 より 見 た 処 。 frons, clypeus, 触角 に 関与 する 筋 。 誤り が ある . し か し Snovorass 氏 
内 を 示す . (Snort 氏 に よる ). の 学術 用 語 は すべ て の 昆虫 に お いて 
適用 する 事 が 出来 る が , Hinton 氏 
の は よ つ の 目 に お いて の み し か 適用 する こと が 出来 な いと し て いる . Smomr 氏 な は 幼虫 の 頭 部 の これ 等 の 部 分 の 名 
称 に つい て は 検討 し な か っ た . 
Du Porte [Q (1956) は 鱗 契 類 幼 虫 顔面 の 三角 形 は 次 に 述べ る 2 つの 事実 か らし て postelypeus に frons が 
加え られ て 含 一 され た も の か , 又は 少な く と も る 或 る 部 分 は frons に 属す る と 次 の 如く 主張 し た . 
即ち , (1) 幼虫 で は frontal ganglion と anterior tentorial pits と は 同じ 高 さ に あり , Eh の 一 次 的 口 器 の 
様子 を し て いる 。 それ 故 こ の 両方 の tentorial pits を 結ぶ 線 に より , 上 の 部 分 は postoral frontal region と 下 
部 は preoral clypeal region と な る . 





(2) 次 に cibarial dilators は clypeal region に 附 着 さ れ て お り , pharyngeal dilators は frontal regino 
に 附 着 され て いる . 

以上 の 事 に つい て DoPosrs 氏 の 図 に よっ て 説明 する . 即ち 第 3 図 A, B に 示す 如く , frontal region に は 
1, 2 番目 の も の と し て 2 対 の pharyngeal dilators No. 4, No. 5 が 接着 し て お り , 第 3 番目 の も の No. 6 は 
脱 度 裂 線 fs) の 外側 方 に 接着 され て いる . 更に これ 等 の 内 端 は frontal ganglion connective に よっ て 囲ま れ 
た pharynx 上 に 接着 し で て いる 。 そし て これ 等 の 筋肉 の 附 着 箇所 は SNopcxAss 氏 の 基準 で は frons と な っ て い 
ae 
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Cibarial dilators No. 1, 
No.2, No.3 の 3 対 の 筋 
肉 は clypeal region より 発 
L, frontal ganglion MF 
方 の 部 分 に ある cibarium 
(cib) に 接 彰 し て いる . 

他 の 1 対 の 筋 内 (⑦⑳ は frontal 
region の 上 端 近く より 発し 
labrum の epipharyngeal 











wall の 内 方 で , cibarium の 
開口 部 近く に 接 落 し て いる . 

Snopcrass 氏 。 Hinton 氏 , 

SgoRT 紅 は これ を cibarial 
muscles と 呼ん だ . と ころ で 
Snopcrass [CM 規準 に よれ 
ば , 上 部 の 接 齋 点 は clypeus 
に 含ま れる と と に な る . し か 
し DuPorre は これ 等 の 筋肉 
は cibarium に 附 着 す る も の 
で は な く , labrum の 了 収縮 筋 
を な し て いる か ら , labrum 
の も の で ある と し て いる . と 
の 他 に 筋肉 No. 8 aO 
frontal suture DRO NHO 
陥 入部 より tormae に 挿入 さ 





第 8 図 UMN e Wich frons, clypeus HATS 


れ て いる 筋肉 で ある . 肉 の 関係 を 示し , ある 成虫 で は これ 等 の 筋肉 で は frons, 
: は No. 6 Off clypeus の 部 分 は 限界 出来 な い 事 を 示す . E 

coe a ‘ 3 >na A. Protoparce quinquemaculata Hawortu の 幼虫 の 頭 部 内 
肉 の 頭 部 の 接 靖 点 は 腕 皮 像 線 面 内 側 より 見 た 処 . 
即ち , frontal suture の 外 B. Protoparce quinquemaculata Hawortu の 幼 蛋 の 頭 部 内 
し bes TE 画 下 方 より 見 た 処 . 
方 で ちる と 指摘 し た が , この C. Danaus plexippus L. の 成虫 の 頭 部 前 面 で frontoclypeal 
部 分 に つい て は 論 究 し て いな sclerite を 除去 し た 処 . 


6 D. Protoparce quinquemaculata Hawortu の 成虫 の 頭 部 前 
Me 面 で frontoclypeal sclerite D — H È IRE LZR, 
以上 の 理由 より 第 1 図 B 左 (DuPosrE に よる ) 


側 に 示す 如く , 幼虫 頭 部 前 面 
の 三角 形 の 外側 の suture CPLR) を frontal suture (fs) EL, 内 側 の suture を clypeogenal 
inflection (Cgi) と し た . 頭頂 の 陥 入 線 を midcranial inflection (Mci) と 呼ん だ 





B 成虫 の 頭 部 前 面 
成虫 の 頭 部 前 面 は 幼虫 の も の と で は その 形状 は 非常 に 異 っ て いる . 一 般 の 成虫 で は 頭 部 前 面 は 通常 四辺 形 と な 
る . そし て その 両側 は 複眼 に よっ て 限界 され て お り ,。 を の 下 側 に ある 上 唇 は 殆ど 外見 的 に は 形 を 残し て いな い -. 
背 方 は 両方 の 触角 を 結ぶ suture に 境 さ れ , その 後方 は vertex と 云わ れ て お り , 一 般 に この 四辺 形 を fronto- 
clypeal area と 云わ れ て いる . 
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Snort 氏 (1951) EWA O AH & With OB MONE LAE し て 見 て 頭 部 の 部 分 の 変化 に つい て 考察 した. 
先ず 筋肉 に お いて 幼虫 で は 大 牟 を 動か す 筋肉 が 頭蓋 の 大 部 分 に 接着 し て いる の に 反し , 成虫 で は 大 題 が 退化 する 
DC, と れ 等 の 筋肉 は 全部 消失 し て し まっ て 無く な る . そし て tentorium より 触角 を 動か す 筋肉 と , いく つか 
の sucking pump に つく 筋肉 の み と な る . と の sucking pump に つく 筋肉 は cibarium の 拡張 筋 と pharynx 
の 拡張 筋 が あり , 前 者 は 第 2 RB, d.c 1, 2, 3 で その 接着 点 は clypeus (Clp) と し て お り , 後者 は (d.p) 
で epistomal ridge (es) (これ は 一 般 の 昆虫 の epistomal ridge より 非常 に その 位置 は 後 上 方 に 変化 し て いる ) 
DEL, その 後方 の frons (Fr) の 部 分 に 接着 し て いる . 以上 の 事 か らし て Smosr 氏 は 次 の 如く 成虫 と 幼虫 の 
頭蓋 の 変化 に つい て 論 究 し た . 

即ち , 成虫 と 幼虫 で は 頭 部 の 部 分 に 非常 な 変形 が 見 られ る が , それ は 大 誠 の 筋肉 の 消失 に よる . 幼虫 で は 頭蓋 
の 大 部 分 に 大 証 の 筋肉 が 接着 し て お り , frons (Fr) と clypens (clp) は 非常 に 小さ く な っ て いる . 成虫 で は 
clypeus に は sucking pump に つく 筋肉 の 大 部 分 の も の が 接着 し て お り , 非常 に 大 きく な っ て いる . そし て 複 
眼 を 除い た parietal area は occipital area と し て 小さ く な る . 即ち , frons は 両方 の 触角 を 結ぶ suture と 
その 後方 の 部 分 と した. これ は 今 ま で vertex と 云わ れ て いる 部 分 で ある . Clypeus は frontoclypeal area と 
云わ れ て いた 処 全域 を clypeus と し た . 





1) 側 方 は laterofacial suture (Lfs) Z k V, 背 方 は transfrontal suture (Trfs) に より 限界 され て いる . 
2) 成虫 と 幼虫 と で は facial muscle (cibarium に つく 筋肉 ) は 非常 に その 配列 が 似る と し て いる が , その 
筋肉 の 相同 性 に つい て は 論じ て いな い . 

3) 第 3 図 D に 示す 如く , Protoparce の 成虫 に お いて , cibarium の 筋肉 群 の 1 対 は transfrontal suture 
(Tris) より 上 方 で あり , この 筋肉 の 接着 し て いる 位置 は SNopcsAss 氏 の 規準 で は clypeus で ある が , TO 
部 分 は clypeus と 提 証 する こと の 出来 な い 部 分 で ある . この 理由 は pharyngeal dilators No. 4, No.5 の 接 
症 点 と 同じ 部 分 に 接着 し て いる か ら で あ る . 

以上 の 理由 か らし て , SnopcsAss 氏 の 概念 で ある facial muscle の 接着 点 に よっ て frons と clypeus を 分 
ける と 云う 事 は 無理 で あり , 除外 すべ き で ある と し た が , し か し 成虫 の これ 等 の 部 分 に つい て は 名 称 を 与え て い 
TEV. 

PS CACM He MO SAMBA IC BIS SEARLS RAT LID, これ 等 は 皆 各 目 の 昆虫 に 於 て も , 成虫 
・ 幼虫 に 於 て も 皆 同 一 の 基準 に frons と clypeus を 分 け よ うと し た 結果 で あり , 又 そ の 矛盾 で ある . し か し な 
が ら 昆 虫 の 体 の 部 分 は 進化 や ゃ 特 化 が 行なわ れれ ば 行なわ れる ほど ,。 その 部 分 は 強化 , BA, 融合 又は 消失 の 後に 
複雑 化し て いく も の で ある . それ で 当然 同一 の 基準 の 下 に 各々 の 目 に お いて , 又 幼 虫 や 成虫 に お いて その 部 分 の 
形態 学 的 な 見 解 を 下す こと は 無理 で ある . 

や は り 体 の 部 分 の 形態 学 的 考察 を 云う 場合 に は 原始 的 昆虫 に 見 られ る ある 部 分 が 如何 な る 進化 過程 の 後に 一 般 
の 昆虫 に 見 られ る ある 部 分 に 変化 し た か と 云う 事 を 明 き ら か に する た め に , 最も 膝 子 の 状態 に 近い 幼虫 態 を 基本 
と 考え , 幼 捉 の ある 部 分 が 成虫 と な れ ば どの よう な 部 分 に 変化 する る の で ある か と 云う 考察 並び に 実証 を 行なわ 
れ な けれ ば な ら な い . 

それ で 筆者 は 次 に 幼虫 が 成虫 と な る 場合 に 頭 部 の 各部 分 に 如何 な る 変化 が 行なわ れる か と 云う 事 を 述べ , BE 
類 幼 虫 , 成虫 の 頭 部 の 形態 学 的 な 解釈 を 下す . 

条 頭 蓋 の 他 の 部 分 に 関し て は 色々 と 名 称 は つけ られ て いる が , 形態 学 的 な 論説 は な い の で と と で は 省略 する . 





ll 筆 者 の 見 解 


1 大 題 の 筋肉 の 消失 
鱗 超 類 幼虫 と 成虫 の 頭蓋 の 変化 を 考察 する 上 に お いて 最も 重要 な 事 は 大 題 の 筋肉 の 消失 で ある . 即ち 幼虫 で 
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第 4 図 一 般 の 鱗 麹 類 幼虫 の 大 題 の 筋肉 の 頭蓋 へ の 接着 の 状態 を 示す . 
第 5 図 一 般 の 鱗 現 類 成虫 の 頭蓋 の 筋肉 の 状態 を 示す - 
A. 頭 部 前 面 の 筋肉 . B. tentorium より 発する 筋肉 で 外 方 に 存在 する も の . 
C. B の 内 方 に 存在 する も の . 
第 6 図 Micropteryx sp. (Micropterygidae) の 頭 部 側面 並び に 縦断 面 . 
A. 大 顕 の 筋肉 の 頭蓋 へ の 接 落 点 を 示す . 
B. 大 頼 の 位置 及び 食道 の 発達 の 状態 を 示す .・ 








parietals と 云わ れる 部 分 は 第 4 図 に 示す 如く 大 部 分 が 大 題 の 筋 内 の 接 症 点 で ある . 鱗 麹 類 の 幼虫 は へ バチ 類 の 
幼虫 と 同様 , 草食 性 の た め 特 に と の 筋肉 が 強化 さき れ て いる . そし て 頭蓋 の 内 部 中 後部 に お いて は 脳 , 食道 を 除い 
た 残り の 大 部 分 は と の 筋肉 に より う づ まっ て いる . 

し か る に 一 般 の 成虫 に お いて は と の 筋肉 は 全く 消失 し て し まう . そし て frons, clypeus に つく 筋肉 と tentor- 
ium に つく 触角 の 筋肉 及び 小 題 , 小 居 の 筋肉 の み と な る (第 5 図 )- 

ここ で 鱗 克 類 の 成虫 に お いて 如何 な る 過程 で 大 の 筋肉 が 消失 し た か と 云う こと を 考察 する た め に 最も 原始 的 
だ と 考え られ て いる 同 麹 亜 目 の コバ ネガ Micropteryx sp. (Micropterygidae) の 頭 部 を 検討 を し て 見 る . と の 
AO AVM CARA HO. 鱗 麹 類 に お いて は 大 題 を 持っ て いる の は と の 類 の み で ある . CORK 
な 筋肉 が あり 頭蓋 の 後 端 上 部 に 接 症 する (第 6 図 A). 

それ で 幼虫 で は parietals の 後 端 まで 接着 し て いる 大 題 の 筋肉 は 進化 の 段階 に お いて 成虫 で は Micropter ya: 
に 見 られ る 如く , 頭蓋 の 後 端 上 部 に 接着 する よう に な り , その 後 一 般 の 鱗 麹 類 に 見 られ る 如く この 筋肉 の 消失 が 
行なわ れ た も の と 信じ る . 

と と で 幼虫 で parietals と 云わ れる 部 分 は 成虫 で は 頭 部 の 後面 上 方 部 に 当る 事 は 明 き ら か な 事実 で ある ・ 
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2 触角 の 筋肉 の 頭蓋 へ の 接着 部 の 移動 の 問題 

鱗 超 類 の 成虫 に お いて は 触角 は 非常 に よく 発達 し て いる が , 幼虫 の も の は その 目 の 特 徴 を 表わし て は いる が , 
NE CAFE CHS. 又 そ れ に 関与 する 筋肉 は 成虫 の も の は 強力 で 皆 tentorium より 発する が , 幼虫 の も の は 
弱く frontal suture の 側 方 頭 壁 よ り 発 する (成虫 , 第 2 図 A, 幼虫 第 2 図 C). 

それ で 次 に 幼虫 の 時 に 触角 の 基部 より 頭 壁 に 接着 し て いた 触角 の 筋肉 が , 如何 な る 過程 の 後に , 成虫 に 見 られ 
る 如く tentorium 移行 し た か と 云う こと を 考察 し て 見 る . 第 7 図 に 示す 如く 鱗 凌 類 幼虫 の tentorium は 細 
< frontal suture の 内 面 の ridge より 発し , 頭 部 の 後 端 下部 に 終る . し か し 成虫 の も の は 非常 に 太い . LH) 
HO anterior tentorial ptis は 陥 入 点 と な っ て いな い が , 成虫 の も の は 深く 陥 入 し て 形成 され た 跡 が 見 られ 
る . それ で 幼 中 が 成虫 化す る 時 に tentorium の 収縮 が 行なわ れ ,。 tentorium の 前 の 接着 部 , 即ち frontal 
suture ONMO ridge の 部 分 が その 附近 の 頭 能 (触角 の 筋肉 の 頭 壁 の 接着 部 を も 含み ) を も 内 部 に 陥 入 し て 成 
HO tentorium と な っ た と し か 考え られ な い . この 考え な くし て は 幼虫 の 時 に 頭 壁 に 接着 し て いた 触角 の 筋肉 
が 成虫 と な れ ば tentorium に その 接着 点 が 移行 する と 云う 説明 は 成立 し な い . 

鱗 麹 類 幼 虫 の 中 に は 例え ば モン シロ チョ ウッ ウ の 幼虫 が 示す 
如く , tentorium が 消失 し て いる 場合 が ある が , この 場 
合 こ の 両端 は 筋肉 に よっ て 結ば れ て いる . この 様 な 場合 は 
成 申 化 する 時 に は と の 筋肉 の 収縮 が 行なわ れ , その 両端 の 
PETE BAS GARE PAA LL CHS DOLLS. 


3 Tentorium の 変化 














幼虫 の tentorium と 成虫 の tentorium と は その 形状 
や , 走る 方 向 , 筋肉 の 接着 の 状態 等 は 非常 に 異 っ て いる . 
し か し な が ら 幼 虫 の tentorium DHL tot, それ が 変 











化し 成虫 の tentorium と な っ た だ 事 は 疑う 事 の 出来 な い 事 第 7 図 鱗 麹 類 幼虫 の tentorium の 位置 
実 で ある . を 示す . 
前 に も 少し 述べ た 如く , Bio tentorium は ハン ノ キ マ ガリ ガ Lampronia 


frontal suture の 内 面 の ridge の ほぼ 中 央 より 発し , 豆 almella Issiki (Incurvariidae). 


iD BAK TENCI S DSR ICA X FRUCES (第 7 図 ). 成虫 の も の は ほぼ 水平 に 又は 斜 上 方 に 走り , 太く て, 
TE 小 題 の 筋肉 の 外 に 強力 な 触角 の 筋肉 が tentorium の 背面 ほぼ 全域 に つく (第 2 図 A)、 その 上 鱗 麹 類 幼 
虫 で は 強力 な frontal inflection が 形成 され て いる お り , tentorium は その 内 方 inflection 上 より 発する . し 
か し な が か ら 第 8 図 4 に 示す 如く , 鱗 麹 類 内 で も 原始 的 な スイ コバ ネガ (Eriocraniidae) の 成虫 で は 複眼 の 前 下部 
の anterior tentorial pit より 発する も の と 強力 な dorsal arm (DT) と が あり , この 両者 が 反対 の ご 字 状 を な 
し , posterior tentorial arm は 非常 に 弱い . し か し 第 8 図 B に 示す 如く - - 般 の も の で は この dorsal arm は 
消失 し て 見 られ な い . 

この 事 に 関し 考察 し て 見 る と tentorium の 本 質 に つい て は 鱗 玩 類 と 他 の 直 移 主 目 の も の と で は その 成因 と そ 
の 発達 の 過程 は まだ 検討 の 余地 が ある が , 下記 の 事実 の み 動 か すこ と が 出来 な い . MS, この 幼虫 の frontal 
inflection の 後方 (上 方 ) の 部 分 が dorsal arm と な っ た も の で ある . その 理由 と し て 鱗 麹 類 幼虫 の 触角 に 関与 
する 筋肉 Ca) は 第 2 図 C に 示す 如く , この suture の 後部 の 外側 の すぐ 近く に 接着 し て いる が , これ が 成 中 
と な る 時 その 接着 点 が tentorium に 移 向 す る . この 事 は と の suture の 中 央 部 が と の 筋肉 の 附 着 点 を 伴っ て 内 
側 に 陥 入 し て 行き dorsal arm を 形成 し た と 推測 出来 る. し か し な が ら 前 に も 述べ た 如く 一 般 の 鱗 次 類 成虫 で 
は dorsal arm が 消失 し て いる . それ で , これ の 消失 に 伴い dorsal arm 上 に 移行 し た と 考え られ る 触角 の 筋 
肉 の 接着 点 が tentorium 上 に 移行 し た も の と 考え られ る . この 考え な し で は 幼虫 の 時 に 頭 壁 上 に 接着 し て いた 
触角 の 筋肉 が , 成虫 で は tentorium 上 に 移行 する と 云う 事実 は 説明 出来 な い . 原始 机 鱗 燃 類 の 成虫 で は 第 8 図 
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A に 示す 如く dorsal arm を 保有 し て いる 
か , 一 般 の も の で は 第 8 図 B に 示す 如く 消失 
し て いる 事 は この 理論 を より 明確 な 事実 と し 
て 証明 する よい 例 で あろ う . 

以上 の 事実 に より RARO 一 般 の 成虫 の 
tentorium の 形成 され る 過程 は , 一 般 の 幼虫 
に 見 られ る 細い tentorium の 収縮 が 行なわ 
れ , それ と 同時 に frontal inflection の 内 部 
へ の 陥 入 が 行なわ れ , と の inflection の 上 


部 は dorsal arm と な り , 前 部 は anterior 











tentorial arm と な り , この dorsal arm 
より 触角 の 筋肉 が 移行 し て tentorium 上 に 
移り , その 後 dorsal arm が 消失 し た も の と 
考察 する . 
4 上限 の 位置 の 移動 及び それ の 発達 第 8 図 原始 的 鱗 燃 類 と 一 般 の 鱗 区 類 の 頭 部 の 側面 並び に 
tentorium の 形 及 び 位 置 を 示す . 
A. オオ スイ ュ コバ ネ Allochapmania semipur purella 

















鱗 麹 類 幼 虫 の 眼 は 一 般 の も の は 通常 6 個 の 





小 眼 が 環状 に 配列 され て いる が , 中 に は その STEPHENS (Eriocraniidae), 
数 の 少な く な る も の も あり , 最も 原始 的 な コ B. ニカ メイ が ガ Chilo suppressalis W arger (Pyralidae、、 


バネ ガ 科 幼虫 の 小 眼 は た だ 1 個 の み で ある . 
又 す べ て の 鱗 次 類 幼 虫 の 眼 の 位置 は 触角 の すぐ 後方 で 頭蓋 の 前 部 で ある . 

し か し な が か がら 一 般 の 成虫 の 複眼 は 非常 に 大 きく な り , よく 発達 し て いて 頭 部 側 部 の ほぼ 全域 を お お う . 幼虫 と 
成虫 で は 非常 な 形態 の 差異 が 見 られ る が , この 幼虫 の 個 眼 が 発達 し て 成虫 の 複眼 と な っ た 事 は 疑い も な い 事 実 で 
ある . 

それ で 幼虫 の 触角 の 後 の 小 範囲 な 個 有 眼 域 と 成虫 の 頭 部 任 面 全部 を お お う 複 眼 域 と が 相同 と 云う 事 に な る . それ 
で 幼虫 の 個 眼 域 の 後部 即ち parietals の 側 部 と 成虫 の 頭 部 の 側 部 は 同じ も の で は な い 事 は 云う まで も な い . 先 に 
ゃ も 述べ た よう に 幼虫 の 個 眼 域 の 後方 より 頭 部 の 後面 まで は 全部 大 題 の 筋肉 の 接 間 点 で ある . し か し 一 般 の 成虫 で 
は 大 題 の 筋肉 は 消失 し て いま い , と の 部 分 は 消失 す る か 又は 頭 部 の 後面 に 移動 すもも の と し か 考え られ な い . 

5 脳 及 び 吸 収 口 と な る た め の sucking pump の 発達 の た め の 頭 蓋 の 変化 

大 脳 CBr) 及 び 食 道 下 神 経 球 (Soe Gog) の 発達 の 度合 は 幼虫 と 成虫 と で は 全く 異な る . 特に 大 脳 に その 差 な 閉 
LY. 即ち 幼虫 の 大 脳 は 未 発達 で 頭蓋 の 内 部 の 小 部 分 し か 占め な い が , 成虫 の も の は 特に 大 きく な り 視 葉 の 神経 
繊維 組織 塊 (OpL) が 強大 と な り , とこ と れ 等 が 頭蓋 の 相当 な 部 分 を 占め る よう に な る (第 9 図 A4, B, C) 成虫 
の ゃ も の は 頭蓋 の 上 部 fronto-clypeal area を 除い た 部 分 は 大 脳 及び 視 葉 の 神経 繊維 組織 を 入れ る た め の 頃 と 化す 
る . し か し 効 虫 の 場合 は 大 脳 は 小さ く 頭 暮 の 中 後部 は 大 題 の 筋肉 を 入れ る 器 と な り そ れ の 接着 の た め 強 化 さ れ 
て いる . 

次 は sucking pump の 発達 に つい て 述べ る . 幼虫 の cibarium (Cib) 及び pharynx (Ph) は 成虫 の 如く 
sucking pump (Sp) と し て 変化 し て いな い (第 2 図 C, 第 9 図 A). し か し 一 般 の 成虫 は cibarium (Cib) X 
び pharynx(Ph) が sucking pump(Sp) に 発達 する (第 2 図 A, 第 3 図 と ・D, 第 9 図 B). 鱗 麹 類 は 川 只 口 の 幼 
虫 が 吸収 口 の 成虫 と 変化 する た め と の 部 分 の 変化 は 特に 著しく , それ が た め fronto-clypeal area か 強化 され 
大 きく な る . これ に 関与 する 筋肉 の 問題 に 関し て は 先 に 紹介 し た 如く , 鱗 麹 類 の 成虫 で は frons と clypeus と 
を 分 つこ と が 不可 能 で あり , 又 と の 部 分 が 上 方 まで 広がっ て いる 。. 

それ で sucking pump の 発達 に 附 随 し て と れ 等 の 筋肉 が 発達 し , その 結果 鱗 交 類 の 頭 部 の 前 面 及 び 上 面 が 強 
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第 9 図 鱗 次 燃 幼 虫 が 成虫 化す る 場合 , 大 脳 の 発達 や cibarium,pharynx が sucking pump 
に 発達 する 変化 を 図示 する . 
A. 幼虫 の 縦断 面 .  B. 成虫 の 縦断 面 .  C. 成 虫 の 頭 部 上 面 と 其 の 内 方 





化 さ れ 其 の 形状 に 関係 する こと が 明らか で ある . 
6 3h = の 変化 

以上 の 事 を 考慮 に 入れ る と, 幼虫 と 成虫 の 頭 部 で は 極端 な 変化 か ある 事 が 想像 出来 る . 特 に 鱗 麹 粘 は 強力 に 発達 
し て いる 幼虫 の 中 喘 口 が 吸収 口 と な る た めそ の 変化 の 最も 大 き な 目 の 一 つ で ある . それ で ここ と で は 頭蓋 の 変化 に 
つい て 考察 を 行なう . 

先ず 始め は 大 題 の 筋肉 の 消失 に 関係 し て の 
頭蓋 の 変化 に つい て 述べ る . 第 10 図 A に 示す 
如く 幼虫 の 頭蓋 の 後半 は 大 題 の 筋肉 の 接着 域 
1) で ある が , 成虫 化す る 場合 この 筋肉 の 消失 
に 伴い , と の ①⑪ の 部 分 は 小さ く な る か 消失 す 
る か , 又は 頭 部 の 後面 上 部 に 移動 する . 次 は 
幼虫 の frontal inflection (Fri) の 外側 部 が 
頭 壁 上 の 触角 の 筋肉 の 接 痛 点 を も 合 め て (2 
の 部 分 ) tentorium の 中 区 陥 入 する . この 部 
分 の tentorium の 陥 入 に 伴い 触角 の 位置 A 
の (3③) が 上 後方 に 移動 する . 幼虫 の 小さ い 眼 域 











A DUBIEL, 成虫 の 大 き な 複 限 B の ④ と 第 10 図 鱗 期 類 の 幼虫 が 成虫 と な る 場合 の 幼虫 の 頭 甘 の 
な る "更に fronto-clypeal area は sucking 変化 を 示す . 

2 2 こ 場 合 tentorium (て 
上 方 まで 広がる . ( J SORGEA (A 


る と 思わ れる 部 分 . (3) 触角 . 
その 他 大 題 の 消失 , MEDUS D, (4) ARS. (5) Frontoclypeal area. 


LRA TRADE l KETAT LT 
変化 が 見 られ る と こと は 云う まで も な い . 
7 部 分 の 名 称 に 関し て の 考察 
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GUO Se REL T KAROR ESHE WSO, 触角 ・ 複 限 の 位置 の 上 方 へ の 移動 及び 
tentorium の 強化 の た め の 頭 部 の 一 部 分 の 陥 入 等 非常 な 変化 の ある こと は 先 に 述べ た 通り で ある . その 上 成虫 と 
幼虫 で は これ 等 の 部 分 を 区 害し て いる suture の 性 質 が 根本 的 に 異 る の で , 今 ま で 成虫 と 幼虫 に お いて 同じ 名 称 
で 呼ば れ て いる 頭 部 の 部 分 は 真 の 形態 学 的 な 見 地 よ りす れ ば , 皆 が 皆 決 し て 相同 な 部 分 で ある と は 云え な い 場 合 
が 多い . それ で と と に 筆者 の 考え に お いて 成虫 ・ 幼 虫 の 頭 部 の 部 分 に つい て 説明 を 行なう . 

慣 虫 の 部 分 の 名 称 は 先ず 始め は 直 次 目 の も の が 最も 基本 型 と 考え られ , こと れ に 命名 され た も の が , 他 の 目 に と 
CCST SN, それ を 幼虫 に お いて は 存在 する 位置 に より , 成虫 の 名 称 が その まま 用 いら れ た 感 が あ 
る . それ で 先ず 成虫 の 頭 部 の 部 分 に つい て 説明 を 行なう . 

成虫 Frontoclypeal area は 通常 成虫 の 頭 部 前 面 の 四辺 形 。 即ち 両側 方 は 複眼 に 限ら ち れ , 上 側 は 両 触角 を 結 
ぶ suture に 限ら れ た 部 分 を と の 名 称 で 呼ば れ て いる . し か し DoPosrg が 指 適し た 如く ある 種 の 成虫 で は こ 
の 両 触角 を 結ぶ suture の 後方 , 即ち 一 般 に vertex と 云わ れ て いる 部 分 まで Pharynx の 拡張 筋 が 接 沙 し て い 
る 場合 が ある . それ で 筆者 は この 両 触 角 を 結ぶ suture は 触角 の 発達 に 伴い 触角 の 基部 の 強化 , 或いは その 部 分 
REAICH LAE DCZAN AEC suture LIAL, frontoclypeal area の 上 方 の 限界 の suture で は 
な いと 考え た . この 部 分 の 上 方 の 限界 は と の suture の 位置 に よっ て 限ら れ な い が pharynx 又は cibarium 
か ら の 筋肉 の 接着 域 に よっ て 限ら れる. 即ち その 後方 成 に ある vertex 頭頂 と 云う 部 分 と は その 性 質 が 異 る . 
Vertex の 中 央 部 その 内 方 に 大 脳 が ある 関係 上 筋肉 は 接 導 し て い ず , AEH OTS EMO vertex の 側 
部 に は 大 題 の 筋肉 は 接 沙 し て いる が , 鱗 麹 問 の 成虫 で は と の 筋肉 の 消 央 の た め 側 部 は 複眼 に よっ て の み 限 らち れ て 
WO. CAVCKME FOO vertex: と 云わ れる 部 分 の 側 部 は 大 題 の 筋肉 の 接 六 域 に より 限ら れ て いる 部 分 で 
ある か ら , と の 筋肉 の 消失 し た 鱗 超 類 の と の 部 分 に vertex な る 語 は 適当 か 又は 不適 当 か は 解ら な い が , 大 脳 を 
お お っ て いる 上 の 部 分 が vertex で あれ ば 人 鱗 寺 類 成虫 に お いて も と の 部 分 は vertex で あろ う . 

次 は vertex Ok occipital area, postoccipital area で ある が , これ 等 の 部 分 は 一 般 に 鱗 贅 類 で は 頭 部 
後面 に 位置 する も の と 考え られ て お り , 通常 左右 の posterior tentorial pits を 結ぶ suture が postoccipital 
suture bL Rph, その 外 方 の 部 分 が occipital area, その 内 方 (後方) の 部 分 を postoccipital area と 云わ れ 
て いる . 一 般 に 昆虫 の 副 鞭 形成 途上 の 体 節 の 融合 に お いて この occipital area pi/|MEALA HITZ IL, postoccipital 
area は 下 唇 体 節 に 属す る も の と 考え られ て いた . し か し な が ら バ ッ タ の 如き 大 昭 を 所 有 し て いる 昆虫 に お いて 
も 大 題 を 動か す 筋肉 は postoccipilal area まで 接着 し て お り , 又 筆者 が 検 し て すべ て の 昆虫 も 大 題 の 筋肉 は 後 
頭 部 後 端 ま で 支配 する . それ で occipital suture, postoccipital suture JETN-CHAEAA LAID, WZ 
小 題 体 節 と 下 唇 体 節 の 体 第 間 の 一 次 的 な suture で は な く 全 く 二 決 的 に 形成 され た suture で ある と 信じ る . 
次 に と の 部 分 の 考察 で ある が , ALO WE WK IT BV TULA O MALEK LOW SB, コバ ネガ 科 の も の は 
KER LTH, こと の 筋肉 を 所 有する (第 6 図 A). そし て と の 筋肉 (M.md. ) は occipital area と 云わ れ 
る 部 分 の 上 部 , 即ち 頭 部 後面 の 上 部 に 接着 する . それ で 一 般 の 鱗 贅 類 で は 大 馴 の 体 節 は 頭 部 後面 に 移動 し た 後に 
お いて その 筋肉 が 消失 し た と し か 考え られ な い . 次 は postoccipital area で ある が 成虫 に お いて は この 部 分 に つ 
SAS TEOMA tentorium に 移行 し て いる . そし て 頭 部 の 後頭 部 を 強化 する つの 環 と 化し て いる . そ 
れ で 一 次 的 な 体 人 節 と し て の 意味 は 全然 残っ て いな いと 考え る . この postocciput な る 部 分 に は 胸部 の 縦走 筋 が 全 
HMI LCW OO CHAI PRAM L し て より 第 1 胸 節 の antecosta が 強化 され 残存 し て いる も の と 考え る . 

幼虫 : Fronto-clypeal area は 第 10 図 A に 示す 如く ほぼ 脱皮 裂 線 の 内 方 で anterior tentorial pit の 外 方 は 
含ま れ な い . その 後部 より 下部 に か け て は 大 頭 筋肉 の 接 落 域 で ある . この 部 分 を 筆者 は 大 題 体 節 の も の と 考え 
る . DE, TRORA ROTAR posterior tentorial pit の 近く に 又は tentorium の 中 に 移行 し て 
お り , 小 題 や 下 唇 の 体 節 が 頭 著 の 上 に 存在 する も の と すれ ば この pit の 近く の 部 分 の み と 考 える . 

結局 幼虫 で 頭 部 の 最も 大 き な 部 分 を 占め て いる 大 題 の 筋肉 の 接着 域 は 成虫 で は 小さ く な り , 後面 に 移動 する か 又 
は 消失 し て いる 事 で ある ・ そ れ で 成虫 と 幼虫 と で は 頭 部 の 部 分 の 名 称 を 同じ 名 前 で 呼ぶ 事 は 全く 困難 な 事 と な る . 
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頭 部 の 部 分 の 名 称 は た だ 単に 頭 部 の 前 面 , 上 面 , 側面 , 後面 と 云う 呼び 方 も あり , 又 一 方 に お いて は clypeus, 
frons 又は frontoclypeal area, vertex, occipital area, postoccipital area 等 と 云わ れ て いる が , 前 者 の 如 
くそ の 位置 の みた に よっ て 呼ぶ 場合 で も 幼虫 と 成虫 と で は 形態 学 的 に は 同じ 部 分 を 示し て いな い . 又 後 者 の 場合 
に お いて も vertex な る 語 は 単に 頭頂 を 指す 語 で あり , 形態 学 的 意義 が 明 きら か で な い 上 に occipital area, 
postoccipital area な る 語 の 形態 学 的 意義 も 前 に 述べ た 如く 問題 が ある の で 真 の 部 分 の 名 称 と し て は 適切 で は な 
いと 考え る . 

その 上 昆虫 の 頭 部 前 面 の 部 分 の 形態 学 的 解釈 に 最も 重要 な 指標 と た な っ て いる tentorial pit も 幼虫 の も ゃ の と 成 
虫 の も の と で は 既に 形成 され て いる 部 分 を 異 に し て いる . 即ち 幼虫 の も ゃ の が 内 方 に 陥 入 され て 成虫 の も の が 形成 
され て いる の で 既に その pit は 同じ 部 分 で は な い 事 は 明 き ら か で ある . 

特に 鱗 麹 類 は 只 口 の 幼虫 が 吸収 口 の 成虫 と な る た め , 頭 部 で は 胴 部 より ゃ 部 分 の 変化 が 大 きく 今 述 べた よう 
な 考え の も と 考察 を 行なう と 同じ 名 称 で 呼ぶ 事 が 困 難 と な る 場合 が 多い ・ 

以上 は 鱗 炊 類 の 頭 部 の 部 分 に 関し , 成虫 と 幼虫 で は 同じ 名 称 で 呼ば れ て いる 部 分 で も 不 相 同 な 場合 が 非常 に 多 
い 事 を 指摘 し た . 
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Summary 


1. This paper is an attempt to interpret the morphology of the part of the cranium of the 
larval and adult Lepidoptera. 

2. It introduced the theories of Snopcrass, Hinton, Snorr, and DuPortr, regarding the 
frontoclypeal area of the lepidopterous larvae and adults. Among those, the Smosr's theory was 
most useful for the propulsion of the author’s theory, that is, what transformations on the 
lraval cranium will occur after the imagination. 

3. This transformations of the cranium originated from following facts. 

(a) The disappearance of the mandibular muscles : (b) The absorbance into the adult 
tentorium of the area of outerside frontal inflection together with the part of attachment of the 
antennal muscles on the larval cranium : (c) The locomotion of position of the antennae: 


(d) The development to the adult compound eyes from the ocellar area of the larva : 
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(e) The formation of the sucking pump results in the development of the frontoclypeal area: 
(f) And the development of the braium as shown in Fig. 10. 


Abbreviations 
Afr : adfrontals Frcla : frontoclypeal apotome 
afs : adfrontal suture Fri : frontal inflection 
An : antenna fs : frontal suture 
Anc : antennal cavity l.a : levator of antenna 
Ar : antennal ridge lb.m : labral muscle 
at : anterior tentorial pit Lfi : laterofacial inflection 
Br : brain Lfs : laterofacial suture 
Cgi : clypeogenal inflection Mci : mid-cranial inflection 
Cib : cibarium Mcs : mid-cranial sulcus 
Clp : clypeus Md : mandible 
d.a: depressor of antenna M. md: mandibular muscles 
d.c: dilator of cibarium O : ocelli 
d.e.c.1: dorsal ecdysial cleavage line OpL : optic lobe 
d. p : dilators of pharynx Ph : pharynx 
DT : dorsol tentorial arm post. a.rT : postantennal ridge 
E: Eye r.a: retractor of antenna 
Eph. L : epipharyngeal lining of labrum Sc : scape of antenna 
Epis : epistomal sulcus Soe Gng : subesophageal ganglion 
e.r : epistomal ridge Sp: sucking pump 
es : epistomal suture Tn (tn) : tentorium 
Fcl : :frontoclypeal sclerite Tor : tormae 
Fg : frontal ganglion Trci : transclypeal inflection 
Fg. con : frontal ganglion connective Trfi : transfrontal inflection 
Fgi : frontogenal inflection Trfs : transfrontal suture 


Fr : frons 
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